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最も身近かつ日常的な業務であるプリンティングに、コスト削減の打開策を求める例が少なくない。鍵は複写帳

票の廃止による脱・専用プリンタ、そして帳票基盤の改革によるさらなる付加価値の実現である。帳票改革によっ

て実際に大幅なコストダウンを実現した3社の事例に学びつつ、プリンティングソリューションを取り巻く最新動

向と脱・専用プリンタの道を探ってみよう。

P68 脱・専用プリンタから始まる帳票基盤改革
 コスト削減とさらなる付加価値追求に向けて

P74 王子エンジニアリング株式会社
 電子帳票やPDF活用／ Fax送信などツール連携で帳票基盤の強化へ

P76 日鐵ドラム株式会社
 専用プリンタの廃止に向け段階的に帳票運用を移行

P78 株式会社サンリツ
 請求関連業務の大幅な効率化に成功

第 2 特 集

帳票コストダウン 
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コスト削減とさらなる付加価値追求に向けて

図表1
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オフィスプリンタ／複合機での印刷

電子化／PDF化

ドキュメントコミュニケーション

● 帳票の再設計で印刷枚数を削減

● 両面印刷で印刷枚数を削減

● オフィス複合機の機能を有効活用

●画面参照のみで印刷枚数を削減

●帳票の管理業務を解消

●必要帳票を即座に検索

●帳票の管理スペースを削減

● Faxで自動送信

● 郵送費の削減

● メールで自動送信

● 領収書の電子化による印紙代の削減

● 企業イメージを向上 美

● 属性情報を追加 バーコー

● 理・配布作業の解消

●人的ミスの解消

専用プリンタからの脱却

●専用プリンタの購入コストを削減

●専用プリンタの保守費を削減

●専用紙の用紙代を削減

●プリンタセッションの管理を解消

●プリンタの設置スペースを削減

●専用プリンタの騒音を解消

●消費電力を削減

図表1　帳票コストダウンの概要

● 直接コストの削減

● 業務効率の向上 業務

● の削減 印刷枚数の削

● 善 オフィス環境の改善

● 帳票の改革
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刷した昔ながらの帳票が他社に比べて
見劣りするのを嫌がる営業の声も多い
という。WordやExcelなどのドキュメン
トに見慣れたユーザーが増えていること
を考えれば、これは自然な反応と言える
だろう。
　ほかにもPDF化した帳票には、バー
コードをはじめグラフィックス、会社の
ロゴ、印影などを加えられるという利点
もある。
　専用プリンタに比べると、オフィス複
合機やレーザープリンタの方がサプラ
イ品のコストが割高である傾向はあるも
のの、脱・専用プリンタ路線を進んだ方
が、直接コストから工数削減に至るまで、
トータルにコスト削減を実現できること
は間違いない。
　ただしオフィス複合機のカウンター料
金やサプライ品、カット紙（コピー用紙）
の購入を担当するのは通常、総務部や購
買部など、システム部門ではない場合が
多いためか、導入後にシステム部門主導
で正確なコスト削減効果を検証するケー
スは意外に少ないという指摘もある。

プリンティング
ソリューションの動向

　スプールデータのPDF化や電子帳票
化、あるいはメールやFaxでの自動配信
などIBM iのアウトプット系を支援する
ソリューションは多数提供されている。
　IBM iのこうしたアウトプット系ソ
リューション群には、大きく2つのベクト

　またPDFデータを自動でFaxした
り、メール送信したい場合は、「UT/400-
iPDC @Tovasオプション」を経由して、
クラウド型のFax／メール送信サービス
である「@Tovas（あっととばす）」（コク
ヨS&T）に連携できる。
　さらにPDFデータをインターフェース
にして、電子帳票システム「FileVolante
（ファイルボランチ）」（JFEシステムズ）
へ取り組むことで、電子帳票化に対応す
ることも可能である。
　一方、PCサーバー経由型かつオール
インワン型の代表が、「PaplesWeb」（日
鉄日立システムエンジニアリング）である
（図表4）。
　帳票設計から電子帳票化、オープン系
プリンタへの印刷、メール連携／Web連
携、さらに自動仕分け・配信・印刷などを
オールインワン（基本機能＋オプション）
で提供する（自動Fax送信はトランザク
トのクラウドサービスと連携）。IBM iだ
けでなく、メインフレームからオープン
系までマルチプラットフォームに対応す
るのが特徴である。
　またオールインワン型ではほかに、
「Mapping Suite」（リコープロダクション
プリントソリューションズ・ジャパン）が
ある。こちらはIBM i上でのコアモジュー
ルを核に、「MapDraw」「MapWeb」
「MapOut」などのオプションで帳票設計
からPDF化、メール／Fax送信などに
対応する（オプション製品はWindows環
境で稼働）。
　IBM i完結型かPCサーバー経由型の

ルがある（図表2）。
　1つは、IBM i以外のサーバーの有無
である。
　つまりIBM i上で処理を完結し、PC
など他のサーバーを必要としない場合 
（IBM i完結型）と、IBM iのスプールデー
タをWindowsサーバーで受け取り、処
理・加工した上でオープン系プリンタへ出
力する場合（PCサーバー経由型）である。
　もう1つは、数々のアウトプット関連機
能にどういう製品体系で対応するか、で
ある。
　これにはPDF化や電子帳票化、Fax／
メール送信、オープン系プリンタへの出
力といったIBM iのアウトプットに求め
られる機能を、オプション群を含めオー
ルインワンで提供する場合（オールイン
ワン型）と、各ベンダーツールの協業・連
携でサポートする場合（ツール連携型）
がある。
　IBM i完結型の代表で、かつツール連
携型で提供されるのが、IBM i市場で高
い実績を誇る「UT/400-iPDC」（アイエス
テクノポート）およびその連携ソリュー
ションである（図表3）。　
　UT/400-iPDCはスプールデータから
PDFファイルを生成するツールで、この
PDFデータを多様な形で活用するための
連携オプションが用意されている。
　例えば「UT/400ダイレクト印刷オプ
ション for Fuji Xerox Devices」を使
えば、生成したPDFデータをIBM iから
ダイレクトに、富士ゼロックスのオフィ
ス複合機へ出力できる。

Administrator
長方形
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どちらを選ぶかは、ユーザーの要件や運
用状況によるので、一概には結論づけら
れない。
　一般にIBM iユーザーの場合、サー
バー台数の増加はそのままリスクポイン
トが増えることになり、また運用管理業
務の増大を招くため、IBM i上で完結す
ることを望む声が多いのも事実である。
　しかし一方、IBM i上に稼働ソリュー
ションが増えることで（新しいマシンは
リソースが十分であるためあまり問題に
ならないものの）、少し古いモデルである
と、基幹業務のパフォーマンスが低下す
ることを懸念する場合もある。
　またIBM iだけでなく、メインフレーム
やWindowsなど他サーバーを含めたプ
リンティングサーバーとして運用したい
場合は、PCサーバーに統一した方が資
源の集約という点でメリットが大きい。
　さらにプリンティング業務の一部をク
ラウドサービスで実現できないかと考え
るユーザーも少しずつであるが、確実に
増えている。最近の傾向として、これに
は多分に災害対策としての側面がある。
　例えば基幹システムを搭載するIBM i
をデータセンターに委託して、災害発生
時も稼働を継続できたとしても、被災し
た本社にプリンティングサーバーが導入
されていれば、印刷業務は継続できない。
　あるいは基幹システムそのものをIBM i
のクラウドセンターへ移行する際に、印刷
関連業務も同様にクラウドサービスで利
用したいと考えるケースもある。
　福岡市に本社がある西井塗料産業は

脱・専用プリンタの鍵は
複写帳票廃止の可否

　プリンティングソリューションの導入
を考えるユーザーは、専用プリンタの廃
止もしくは台数の削減を狙いとするケー
スが多い。専用プリンタ脱却の鍵は、複
写帳票を廃止できるかどうかにある。
　複写帳票のデザインを再設計し、運用
の工夫・変更によってカット紙へ移行で
きれば、ほとんどのケースで専用プリン
タからの移行は可能である。

長年にわたってNECのPCサーバー上で
業務システムを運用してきたが、IBM i
のクラウドサービスを採用して基幹シス
テムを再構築すると決定。2011年2月か
ら、Powerクラウドセンター（福岡情報
ビジネスセンター）を利用して新しい販
売・仕入システムを本稼働させた。
　基幹システムをクラウド環境に移行
した同社では、プリンティングソリュー
ションも同一の環境で運用すべく、
「UT/400-iPDC」をクラウドサービスで
利用している。

図表2　プリンティングソリューションの2つのベクトル

オールインワン型
多様なプリンティング機能を基本
機能+オプションでカバー。サポー
ト窓口を一元化でき、ツール間の煩
雑なデータ連携等の作業が不要

ツール連携型

複数のツールベンダーが連携し多
様なプリンティング機能をカバー。
要件に沿って必要な機能を選択

IBM i完結型

IBM i上で処理が完結し、他サーバー
を必要としない。運用管理を効率化
できるが、基幹業務のパフォーマン
スに影響しないかチェックが必要

PCサーバー経由型

IBM iのスプールデータをプリン
ティング（PC）サーバーに送って処
理。クロスプラットフォームでの印
刷統合柔軟に対応するが、サーバー
の増加に伴い管理工数が増える

PaplesWeb

UT/400-iPDC
富士ゼロックス
@Tovas
FileVolante

代表例

代表例
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UT/400メール配信オプション

UT/400ダイレクト印刷オプション

UT/400ファイル転送オプション

UT/400自動印刷オプション

UT/400-iPDC 自動表示オプション

UT/400-iPDC Web配信オプション

UT/400
ファイル転送オプション

UT/400-iPDC
@Tovasオプション

富士ゼロックス
オフィス複合機

FileVolante
電子帳票システム

@Tovas

クラウド型
メール&Fax送信サービス

UT400-iPDC

UT/400
ダイレクト印刷オプション 
for Fuji Xerox Devices



73

への移行を
タのPDF化
の実現を目

に相当する
である。
電子帳票シ
のドットプ
しこの電子
れになったた
帳票システ
た。
したこの導
印刷量を減

らしたり、「@Tovas」との連携で、従来
郵送やFaxで送っていた請求書や支払
い通知書の大半をメール送信に切り替
えた。それにより郵送料やFax通信費、
郵送作業時間などの大幅削減を達成し
ている。
　同社のケースは既に脱・専用プリンタ
から一歩進んで、ドキュメントコミュニ
ケーションの効率化によるコスト削減に
取り組んだ事例であると言えるだろう。
　脱・専用プリンタから始まる帳票基盤
改革はコストダウンにとどまらず、広い
視野での業務改革の舞台となることは、
どうやら間違いなさそうだ。

PaplesWeb

ション

ペーパレス
高速検索＆高速結果活用
アクセスログ管理
アクセス権設定
マーカー＆メモ
2次活用（CSV）
保存期間設定
階層管理

PaplesReports
配信自動印刷機能
詳細仕分機能
Paples for imagio
クライアント自動印刷機能
簡易ワークフロー機能
Web・メール連携
E-SELECTOR　など

IBM i 電子帳票システム

指定プリンタへの出力

Fax自動送信

文書保存

イメージファイル

メインフレーム

文書ファイル

オープンシステム

汎用データ

帳票作成ツール
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CASE 1

請求書の郵送やFax通信費の解消でコストは10分の1に



UT/400-iPDC

UT/400ダイレクト
印刷オプション

for Fuji Xerox Devices

UT/400-iPDC
@Tovasオプション

UT/400-iPDC
自動表示オプション

自動メール送信＆
Fax送信

PDF自動表示

PDF自動転送

自動印刷



次は領収書のデータ化やクラウドサービスの利用へ



●

● ●

生産・販売・購買・固定資産・
財務会計・給与・原価・
労働保険など



毎月6万枚の帳票印刷を3分の1に削減



● ●

スプールデータをオフィス
複合機へダイレクト印刷。
顧客ごとの合算仕分けと
帳合を自動実行

●
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